５　納枡の変遷
納米桝の寸法と量　　　御蔵納米検査には欠くことのできなかった桝について、説明しておかねばならない。元来桝の寸法・計量は上代から種類一定せず、時代とともに変遷してきたものであるが、メートル法量に確定する直前まで使用していた。いわゆる京桝にもっとも近いものに全国的統一をみたのは豊臣秀吉の時代であった。秀吉の京桝は

　　　　　　　　　　　内法５寸×２寸７分＝６７５００立方分（曲尺）

一定した京枡と納　　　徳川幕府になってから、これを規格として江戸と京都２ヵ所に桝の製作元をおき、厳格に検定
め枡　　　　　　　　させたが、寛文年間に寸法・量目の改正があり、製作元も京都に一定した。これが「京桝」である。京桝目は、のち明治３０年勅令１１６号に明示された桝と同量で、６４８２７立方分である。いまこれを橋津藩倉の計屋桝、すなわち「納め桝」の実物について測定（江北村岸本所蔵品）してみた結果は、鉄板を縁に張った歩厚いEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(がん),頑)丈な桝で、京桝の１升６勺６才に当る量である。農民
一俵の実重量　　　　が京桝で１俵に詰めるには京桝の４斗２升６合４勺を要する。すなわち藩側の要求する御蔵納めの４斗俵は、実際には４斗２升以上詰めた上、そして重量俵装をふくめて１９貫６００匁内外なければ計屋の検査が通らず、１９貫４００匁以下はいわゆる「軽俵」として、不足分の何百倍かの類俵込めの弁償が課せられ、本人か村中、または大・中・小庄屋かの負担になって、前掲、横田村軽俵御免歎願書のような仕儀と相成るのである。
各藩によって違う　　　納め桝は各藩ごとに勝手につくったので、岡山藩の実物についてみると、内法５寸３分×２寸

納め枡　　　　　　　４分５厘で、京桝量目の１升２勺弱にあたり、鳥取藩の俵より余程軽俵となる。ここらにも大藩のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きんど),襟度)があらわれていておもしろい。いくたびかの軽俵弁償に堪えられないのと、老境に入ったので、大庄屋の大役を辞職したいという嘆願書が長瀬村戸崎文之ヱ門から出された形跡もあった。
　　　　　　　　　　　こうして難関のお蔵納めが完了すると、村役人は早速村に帰って祝宴を開くのが例であったようで、さきに掲げた舎人郷白石村の算用帳にも、その費目があったことを思い出す。

